
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝屋川市 
―寝屋川市景観計画に基づく届出制度― 

平成 22 年９月１日から 
景観計画区域（寝屋川市全域）での

大規模建築物等の建築行為等には届

出が必要です。 

○ 景観計画区域と景観重点地区位置図 （H25 年３月） 

本市では、景観法を活用しよりよい景観づくりを推進するため

平成 22 年 4 月 1 日に「寝屋川市景観条例」を施行し、同年 5 月

30 日「景観行政団体」となりました。 

これにより、市の特性を活かした良好な景観形成に必要な規制

を誘導するため、「寝屋川市景観基本計画」及び、「寝屋川市景観

計画」を策定しました。 
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■ 建築物及び工作物 

 

 

 

 

              

 

■ 開発行為、土地の開墾、木竹の伐採関係 

 

 

                             

届出規模と景観形成基準について 

届出対象行為 

〔建築物〕 〔工作物〕 

建築面積が 200
㎡を超え、5 階
以上又は高さが
15m を超える建
築物 

高さが 15m を超
える煙突等 

高さが10m又は築
造面積が1,000㎡
を超える工作物 

建築面積が
1,000㎡を超え
る建築物 

高さが 10m を超
える建築物に高
さが 4m を超え
る広告物の築造 

7 階以上又は
高さが 20m を
超える建築物 

15m 

10m 

【500 ㎡以上の開発行為】 
<都市計画法第 4 条第 12 項>  
主として建築物の建築又は特定工作

物の建設の用に供する目的で行う土地
の区画形質の変更を行う行為 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 木竹の植栽又は伐採 

面積 1,000 ㎡以上 面積 1ha 以上 

屋外における土石、廃棄物、再

生資源その他の物件の堆積 

面積 1,000 ㎡以上 



景観形成基準 

■ 建築物及び工作物 

 

■ 開発行為、土地の開墾、木竹の伐採関係 

 

屋上附帯設備 

・建築物との一体化を図る。あるいは、

壁 面 の 立 ち 上 げ や ル ー バ ー な ど で

かくす。 

空地の配置・意匠 

・ゆとりとうるおいを創り出す空地を

道路側に確保し、その意匠を工夫す

る。 

敷地の形態・意匠 

・周辺の環境や、敷地・建築物の見え

方に配慮し、適切な敷際の形態・意

匠を工夫する。 

建築物低層部の形態・意匠 
・周辺のまちなみの連続感を出すよう

に工夫する。 

・道路に面する外壁の後退に努めると

ともに、後退部分は歩行者空間や緑

化スペースとして工夫する。 

建築物の形態・意匠 

・建築場所の状況を踏まえ周辺のまち

なみの調和、対比などを配慮し、全

体的にまとまりのあるものとする。 

・ 

外壁の色彩 

・周辺のまちなみに配慮したものにす

る。 

・別表１の色彩基準を遵守すること。 

屋外階段・外壁附帯設備 

・屋外階段は、建築物と調和するよう

工夫する。 

・外壁附帯設備は壁面と同一の色調と

するか、デザイン要素として生かす

よう工夫する。 

外壁の材料 
・周辺の建築物と調和する素材、経年

劣化しにくい素材とし、周辺のまち

なみに配慮したものとする。 

バルコニーの意匠 

・洗濯物や冷暖房室外機など敷地外か

ら見えないように工夫する。 

・まちなみにつながりやアクセントを

与 え る よ う な デ ザ イ ン に も 配 慮 す

る。 

屋外附帯施設 
・玄関アプローチ、駐車場、受水槽等

屋 外 附 帯 施 設 は 周 辺 環 境 に な じ む

よう配置、デザインを工夫する。 

 

・採取又は掘採は整然と行い、必要に応じて

緑化等を施し、周辺地域との調和に配慮

する。 

・行為後、跡地は速やかに、周辺の植生と調

和した緑化等を行う。 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 

木竹の植栽又は伐採 

・大規模な伐採を避け、適度に樹木等を残

すように努め、周辺地域との調和に配慮

する。 

・行為後、跡地は速やかに、周辺の植生と

調和した緑化等を行う。 

屋外における土石、廃棄物、再

生資源その他の物件の堆積 
・高さを可能な限り抑え、整

然とした物件の堆積を行う。 
・道路等の公共空間から可能な

限り見えないよう、敷地の周囲を

緑化や塀の設置等により遮蔽す

る。 塀・壁 

植栽 



寝屋川市景観計画（別表１） 

 
＜色彩基準＞ 
 
・計画にあたっては、地域の景観特性を把握し、周辺のまちなみや自然との調和を考慮

した色彩を基本とすること。 
・外壁については、落ち着きが感じられ、水や緑などの存在や周辺のまちなみ景観を妨

げないように配慮し、下記の色彩基準を基本とすること。 
 

色彩基準（外壁基本色） 
① R（赤）、YR（燈）、Y（黄）系の色相の場合、 

彩度6 以下、明度2以上 
②その他の色相の場合、彩度4 以下、明度2以上 

※ JIS のマンセル表色系による 
 
・ただし、次に掲げるものはこの限りでない。 

※外壁各面で１／３以下の面積（２/３は色彩基準範囲の規定に拠る）でサブカラー
として使用する場合。 

（サブカラーとは外壁基本色に対し補助的に用いる色調の近い色彩であり、基本色と
の調和に配慮すること。） 

※外壁各面で１／２０以下の面積でアクセントカラーとして使用する場合。 
（アクセントカラーとは、外壁の表情に変化をつける場合等に用いる強調色であり、

サブカラーの面積と合計して1／３以下とすること。） 
※着色していない石材、木材、土壁、レンガ、金属材、ガラス材等で仕上げた場合。 
※歴史的又は文化的な事由等により、社会通念上認められている場合。 
 

 

 

 

外壁基本色 

基本色の 1/3 以下の面積 

外壁基本色 

 

外壁基本色 

  
 

  

外壁基本色 

サブカラー＋ 
アクセントカラーで 
1/3 以下 

アクセントカラー 
1/20 以下 

○ 問合わせ先 

寝屋川市まち政策部まちづくり指導課 

〒572-8555 寝屋川市本町１番１号 

ＴＥＬ ０７２－８２４－１１８１（代表） 

ＦＡＸ ０７２－８２５－２６１８ 


